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められた。頚部の皮膚厚が0.7㎝未満と薄い農場（A群）では繁殖成績にバラつきが見られ、給与飼料のMEAG、 

MPAGが育成期を通して低く推移していた。また、頚部の皮膚厚が1.0㎝以上と厚い農場（C群）では平均授精

回数が多い傾向があった。C群では給与飼料のMEAG/MPAG比率が高く、給与飼料中の粗飼料割合が他の群に比

べ低い傾向があり、配合飼料が多く給与されていると考えられた。頚部皮膚厚が薄い牛の中には、体脂肪の

蓄積が少なく栄養不足傾向、逆に厚い牛の中には栄養過剰になっているものがあり、このことが繁殖成績に

も影響していると思われた。また、頚部皮膚厚が0.7cm以上1.0㎝未満の農場（B群）は、平均初回授精月齢、

授精回数、受胎月齢ともに、皮膚厚が薄い農場や厚い農場と比べ安定していた。給与飼料をみると、B群で

は育成初期のMPAGが他の群に比べ高く、後期の粗飼料比率も高い傾向があった。このことから、育成期の頚

部皮膚厚は、0.7cm以上1.0cm未満が望ましく、0.7cm未満であると痩せている傾向、1.0cm以上であると過肥

傾向であると思われた。 

 黒毛和種繁殖牛では、超音波診断装置を用いた臀部の皮下脂肪量測定が、繁殖成績向上のツールとして活

用されている３)。しかし、超音波装置は高価であり、測定に煩雑さが伴う。今後は、超音波診断装置による

皮下脂肪厚の実測値と今回行った皮膚厚との比較を行い、より客観的に評価できるツールとしての検討を重

ねることが必要と思われる。また、皮膚厚測定部位についても、栄養状態を正確に把握するために、頚部皮

下以外にも適切な部位がないか、あるいは、測定箇所は１箇所で良いのかなど、検討を重ねていきたいと考

える。 

Ⅴ．要 約 

 県内14戸で飼養されるホルスタイン種乳用牛605頭（未経産牛270頭、経産牛335頭）の頚部および膝襞の

皮膚厚をノギスで測定し、ボディーコンディションスコア(BCS)、繁殖成績および給与飼料との関係を検討

した。その結果、頚部皮膚厚はBCSと関係があることが分かった。また、未経産牛の頚部皮膚の厚さによっ

て、農場を群分け、繁殖成績と給与飼料の比較を行ったところ、頚部皮膚厚によって繁殖成績および給与飼

料に差がみられた。これらのことから、頚部の皮膚厚の測定は未経産牛の栄養状態の推定に有用であること

が示唆された。 
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Ⅰ．はじめに 

 計根別農協管内における養老牛乳牛改良同志会（以下、

同志会）は20歳代から50歳代の酪農家および酪農後継者17

名で組織され、酪農発展の原動力となるために、共進会へ

の参加はもちろん、体格審査、講習会、視察研修など日々

精力的に活動している。特に、将来の酪農経営において育

成管理の技術向上が重要であるという考えをもち、牛体を

汚さないこと、餌をこまめに充分に給与することなどの改

善点の発見、さらに、定期的な座談会を開くことにより自

らの体験をみんなで共有し、知識を深めてきた。一昨年度

の北海道家畜人工授精師研修大会では、そのような同志会

の活動により会員内における意識の変化が表れ、飼養管理方法を改善し、育成牛の増体量の増加に繋がった

ことを発表した。 

今回は、育成牛の飼養管理の改善前と改善後における分娩後の初産乳量および乳成分の変化と、その後の繁

殖成績を追跡調査し、育成牛の改善が乳生産および繁殖成績の向上に繋がったかどうかを報告したい。 

Ⅱ．材料と方法 

１．取組み 

 体高および体重の計測は、同志会員を２名ずつ

３組に分け、１組につき３戸の農家を回り、１戸

につき４ヶ月齢程度の育成牛２頭を対象として、

月に一度の間隔で８ヶ月間、体高と体重を計測し

た。その後、授精、分娩を経た後の乳量・乳成分・

繁殖成績を調査した。次年度も同様に育成牛の体

高と体重を計測し、前年度の結果から育成管理の

改善をそれぞれ行なった。その後は前年度と同様

に授精・分娩を経た後の乳量・乳成分・繁殖成績

を調査した。 
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２．計測方法 

 体重は、乳牛用体重推定尺を用い、胸囲から推定した（写真１）。体高は、簡易体高測定器を用いて、き

甲部頂点から地面までの垂直距離を測定した（写真２）。 

 

写真１ 胸囲測定              写真２ 体高測定 

 

３．改善点 

 ①質のよい粗飼料を飽食にした。すなわち、ロール乾草ときざみのサイレージを合わせて給与した。②子

牛用配合飼料に切り替えた。そして、種付け前の育成牛にはタンパク質含量の高い配合飼料を給与した。③

配合飼料の給与回数を増やし、一日４回、合計３㎏程度になるように給与した。④牛体の汚れを最小限にす

るために、除糞を頻繁に行ない、敷料を多めに入れた。⑤頻繁に水槽の清掃を行った。⑥パドックの整地を

行った。パドックがぬかるみにならないよう泥を除去して乾燥させた。今回の取り組みでは、現状の飼養管

理のうち、上記の改善の中で実施可能な改善を行った。つまり、増築や投資を行ったわけではなく、各農家

が、自身のやり方でできる限りの改善を行なったものである。 

Ⅲ．結 果 

 

 

    図1.改善前後における体高の推移         図2.改善前後における体重の推移        

 

 改善前と改善後における体高の推移には顕著な差はなかった（図１）。日増体量においても改善前0.114㎝、

改善後0.104㎝とほぼ変わりなかった。体重の推移においては、改善前に比べて改善後に増加する傾向がみ

られた（図２）。日増体量においても改善前0.875㎏、改善後1.124㎏と改善後に増加した。初産産乳成績は、

体重 体高

日増体重　改善前 0.114 cm
　　　　　改善後 0.104 cm 日増体重　改善前 0.875 kg

　　　　　改善後 1.124 kg
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